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  そして空中で我々の魂が交渉している間、 
  我々二人は墓の石像のように横たわり、 
  一日中同じ姿勢でいた、 















































































































ではなく、ゲーテ（J.W. von Goethe 一七四九―一八三
二 ドイツの詩人、劇作家、小説家、政治家。著作に『若
きウェルテルの悩み』や『ファースト』などがある＝訳者
註）の言葉を使えば、「ありのままの人間」と呼べ
るものであった。私は人格をあまり高く買わない。
最初オレージとうまくいかなかったのは、ひとつ
にはこの人格のせいだったからかもしれない。人
格というのは明らかにその所有者と時間が共同で
作り上げた結果であり、これは明らかに「つくら
れた」ものである。その腕前がどんなに魅力的で
優れていても、所詮我々はそれにうんざりするの
である。オレージはひとつの人格以上の人物だっ
たが、自分の本当の力を用心深く守るかのように、
その「以上」を独り占めにしていた。そして彼が
世間に向けていたのは彼の人格だった。彼はそれ
をあまりに誇りすぎていた。ホームズはこの人格
をほとんどもっていなかった。彼が人に深い感銘
を与えたとすれば、それは純粋で汚されていない
力によるものであった。もし彼が中年まで生きて
いたならば、失意の中にありながらも、人格を備
えた人物になっていたかもしれない。というのは、
彼はいくらか虚栄心をもっていたし、またおそら
く心して自分を人格ある人物に作り上げようとす
る人はみな深い失意と救いとなる虚栄心をもって
いるからである。それゆえ、仕舞いには我々は人
格者を大目に見たり、用心して彼の周辺をうろつ
いたり、本当の人間には許さない多くのことを人
格者には許したり、作られたものとしての、つま
り人格者自身が作り出したものとしての特質を評
価したりするのである。人格者が本当に二流であ
ることを示すには、ヒュー・キングズミルに宛て
たホームズの手紙の中の次の言葉を思い出してみ
ればよい。「最高の高みに達した個々人の自己表現
と宇宙との合一は同一である。」もし魂が不滅で、
人格がそうでないなら、我々の真の仕事は明らか
に人格を涵養することではなく、除去することで
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
